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研究成果の概要：顧客志向のサービス業のユニフォームについて着目し、その効用を明らかに
することが本研究の主要な内容であり、最終的には、その効用を活用して、企業の活性化を図
りうる提案を取り纏めることを目的とした。その結果、各業界共にユニフォームに自社の特性
を持たせ差別化を図っていることが明らかになり、また、サービス業のユニフォームは、若年
層のアルバイト選択においても影響を及ぼしていることが判明した。すなわち、ビジュアルの
ーつとしてのユニフォームの役割を確認することが出来た。 
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１．研究開始当初の背景 

 ユニフォームに関する研究は、着装の社会

的な役割を研究する上でも重要な課題であり、

これまでにも多くの研究成果が報告されている 1

―４）。その成果は、大きくは 2 つに分けられる。第

1 は、制服の分類に関する研究である５，６）。第 2

は、ユニフォームの役割と効能に関する研究で

ある７）。これらでは、統一性や規律の重視、個性

とユニフォームの関わりといった学校におけるユ

ニフォームの役割について研究されている。ま

た、先行研究においては、会社内におけるユニ

フォームの役割に主眼をおいて研究がなされて

きた８）。一方、ユニフォームは社会の中の実際の

企業活動において着用されているものであり顧

客を含めた社会との関連を抜きには考えること

はできない。本研究においては、こうした視点か

ら企業活動のユニフォームを研究対象とする特

徴を有している。特に、サービス業という不特定

な人々の目にさらされる職種に限定してその有

用性を明確化する研究を行なうことに力点をお
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いた。顧客志向のサービス業が重視される社会

状況に適合していると言える。現代社会におけ

るユニフォームの役割を解明し、さらに、ユニフ

ォームの印象評価を、本申請者が経験を有する

服装の印象評価のスキルを活用して行なうもの

である。本申請者がこれまでに行なってきた流

行やブランドに対する人々の意識構造について

の研究を基に、ユニフォームを通しての顧客志

向の業務に対する人々の意識構造の解明を行

なうことが従来の研究とは異なる本研究の基本

的な特色といえる。 

２．研究の目的 

景気低迷の一方で、アルバイトの人員確保が

難しくなってきるという状況がある。これは、ここ

数年ショッピングセンターにおいて販売のアル

バイト人員が確保出来ず、出店を取りやめた店

舗が存在することからも窺い知ることが出来る。

このような状況は、特に、コンビニ、スーパー、フ

ァミリーレストランといった業種で顕著であるとい

われている。こうしたところでアルバイトをすると

見込まれるのは、大学生をはじめとする若年層９

－11）が主であると推察される。本研究では、若い

人達の購買行動をも含めたファッション意識 12－

14）がアルバイト先を選択する際にいかに影響す

るかに着眼した。かかる観点から、ユニフォーム

による企業活動の活性化－ビジュアルツールと

してのユニフォームの活用－についての研究を

遂行した。 

３．研究の方法 

本研究における調査対象者は、関東圏に

在住する大学生の男女２９１名である。その内

訳は、男性６５名、女性２２６名である。調査時

期は 2008 年１月であり、質問紙による留め置

き法により実施された。質問内容は、ファッショ

ン意識に関する５項目、アルバイト先の選択に

関する１２項目である。なお、このアルバイト選

択に関する項目は、2008 年 11 月に女子大生

13 名を対象として実施した予備調査から得ら

れた項目である。具体的には「アルバイト先を

選ぶ際に重視する項目をいつでもご記入くだ

さい」に対して自由記述で回答を求め、その頻

度が高い 12 項目を本調査の項目として使用し

た。これらに対して、「とても当てはまる」から

「全く当てはまらない」までの４段階尺度で評

価を求め、４点から１点までの評価得点を割り

当て分析を行った。 

４．研究成果 

（１）ファッション意識に関する探索的因子分析 

ファッションの意識構造解析を目的として、フ

ァッション意識に関する５項目を対象に調査対

象者の評定値を用いて探索的因子分析を、主

因子法による因子抽出をバリマックス回転を用

いて行った。固有値１以上の条件で因子抽出を

行なったところ２因子が抽出され、累積寄与率は

６８．３％であった。また、回転後の因子負荷量

は表１の通りである。 

変数 因子１ 因子２

流行に合わせるのは楽しい 0.821 0.048

流行が気になる方だ 0.806 0.192

ファッション情報は雑誌から得ることが多い 0.744 -0.022

ステイタス性の高い海外ブランド商品は高額でも買いたい 0.242 0.808

高価なものでも欲しいものは必ず手に入れる -0.084 0.881

固有値 2.1 1.3

寄与率（％） 41.8 26.5

表１　ファッションに対する意識の探索的因子分析の結果

 これらの２因子について、因子負荷量に基づ

いて関与する観測変数との関係からその意義を

考察すると、それぞれ次のような概念をもった因

子と理解することができる。 

第１因子は、流行にあわせるのは楽しい、流

行が気になる方だといった、流行との関連が強く

「流行重視」と考えることができる。 

第２因子は、ステイタス性の高い海外ブランド

商品は高額でも買いたい、高価なものでも必ず

手に入れるといったファションにおけるステイタス

性を重視した項目から構成されているので「ステ

イタス重視」と理解できる。 



このように、「流行重視」、「ステイタス重視」と

いう意識がファッションの意識構造を表す因子と

して存在すると言い得る。 

（２）アルバイト選択に対する意識における探索

的因子分析 

アルバイト先の選択に関する意識構造解析を

目的として、予備調査を経て得られた１２項目を

対象に調査対象者の評定値を用いて、因子分

析を行なった結果が表２である。その際、主因子

法による因子抽出をバリマックス回転を用いて行

い、固有値１以上の条件で因子抽出を行った。

その結果、３因子が抽出され、なお、その累積寄

与率は５６．７％である。 

変数 因子１ 因子２ 因子３

ユニフォーム 0.862 0.115 0.114

ユニフォームのデザインの良さ 0.844 0.026 0.190

勤務先の雰囲気 0.688 0.211 0.224

人に自慢出来る 0.652 0.006 0.203

勤務地 0.076 0.728 -0.001

仕事内容 0.410 0.660 -0.143

時給 -0.056 0.641 0.214

シフトの融通が効く 0.087 0.623 0.215

労働時間 0.053 0.614 0.234

昇給制度 0.256 0.068 0.780

社割りや賄いがある 0.195 0.127 0.674

交通費の支給 0.180 0.364 0.640

固有値 4.0 1.7 1.1

寄与率（％） 33.0 14.5 9.2

表２　アルバイト選択に対する意識における探索的因子分析の結果

 

 第１因子は、ユニフォームの有無、ユニフォー

ムのデザインの良さといったアルバイト先の外か

ら見える部分、つまりアルバイト先の「みかけ」を

重視している項目から構成されていた。 

 第 2 因子は、アルバイトの勤務地、仕事の内容、

時給といったアルバイトの根本的な「内容」に関

わる項目から構成されている。 

 第３因子は、昇給制度、社割や賄いといったア

ルバイトに付随する「付加価値」的なものから構

成されていた。 

従って、若年層においてアルバイト先の選択

に関する意識は、見かけ、内容、付加価値という

3 つの構成概念から構成されていることが判明し

た。 

 （３）検証的因子分析 

 図１は表１、表２に示すファッション意識とアル

バイト先選択の探索的因子分析に基づいて構

成した検証的因子分析のモデルである。 

図１　検証的因子分析モデル
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各因子について考察の結果、各観測変数は

特定の因子に対する測定を行うものであるとす

るモデルを形成している。なお、各因子につい

ては、前述のように観測変数との関連から、ファ

ッション意識においては、流行重視、ステイタス

重視と、アルバイト先選択に関しては、みかけ、

内容、付加価値と解釈されこのように命名した。

すなわち、潜在変数として「ファッション意識」と

「アルバイト選択の意識」を設定し、前者が後者

の原因となるパスモデルを構築しまた。これは、

これまでに示した探索的因子分析で得られた２

つの結果、つまり、ファッション意識における構

成概念と、アルバイト先選択に対する意識の構

成概念との間における因果関係を多重指標モ



デルによって検討しようとするものである。 

 また、ここで識別性を確保するため、図１に

示すように各因子の分散を１に固定した。推定

法はＭＬ（最尤法）を使用し、標準化解および修

正指標が求められるように＄Standardized と 

＄Mods を指定した。 

その標準解を示したのが、図２である。 

図２　検証的因子分析モデルの解
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潜在変数「ファッション意識」から、「流行重

視」へのパス係数は 0.63、「ステイタス重視」への

パス係数は 0.61 と共に同程度で高くなっており、

ファッション意識を構成する重要な変数であるこ

とが確認された。また、各潜在変数から観測変

数へのパス係数はすべて 0.5 以上であり、潜在

変数を構成するのに重要であることが明らかに

なった。 

 一方、上部の「アルバイト選択の意識」におい

ては、潜在変数「内容」へのパス係数が 0.83、

「付加価値」へのパス係数が 0.73 と高くなってお

り、若年層のアルバイト選択に重要な構成概念

であることが確認された。また、「見かけ」へのパ

ス係数は0.49と内容、付加価値よりは低くなって

いるが、その数値の大きさから検討すると、軽ん

じることは出来ない。特に、ユニフォームやユニ

フォームのデザインへのパス係数は 0.83、0.86

と高くなっており、重要なものであると言い得る。 

共分散構造分析の特徴の一つに構成概念を

導入することにより、他の構成概念との間の関係

を調べることができることが挙げられる。本研究

におけるファッション意識とアルバイト選択意識

における因果関係を現すパラメータであるパス

係数として、0.39 が求まった。このことから、ファ

ッション意識とアルバイト選択意識という２つの構

成概念の間には少なからぬ因果関係がある本

研究により明らかになったと結論付けられる。 

なお、共分散構造分析においては、モデルの

良さを検証する方法として複数の指標が使用さ

れるが、本研究においては、表３に示す最も代

表的である４つの指標を用いてモデルの適合度

の検討を行った。ＣＭＩＮは、カイ２乗値に相当し、

この結果の値は確率１％以下でこのモデルは棄

却されないことを示している。ＧＦＩは０．９０７で、

受容の基準とされる０．９を超えている。ＡＧＦＩも

ＧＦＩと同様に０．９以上が望ましいとされ、値が１

に近いほど適合が良いとされているが、０．９に

近い０．８７７である。一方、モデルの複雑さによ

る見かけ上の適合度の上昇を調整する指標で

あるＲＭＳＥＡの適合度が良いとされるのは、０．

０８とされているが、本研究の値は０．０６７となり、

受容可能な範囲にあるモデルであると考察でき

る。 

（４）ユニフォームの価値意義 

 本研究は、ユニフォームがもたらす機能を、実

用的機能および社会・心理的機能から明らかに

しようとするものである。すなわち、ユニフォーム

が顧客志向の業態において果す機能を分析し、

それを積極的要因として活用できるシステムを

構築しようとするものである。企業の消費者に対

するメッセージの呈示がユニフォームを通して行

なわれている実態を調査し、消費者がそれぞれ

のユニフォームに対してどのような印象を持って



いるか、また、それがどのように企業の経営戦略

構築にフィードバック出来るかの解析を目指した。

つまり、顧客志向のサービス業のユニフォーム

について着目し、その効用を明らかにすることが

主要な研究内容である。最終的には、その効用

を活用して、企業の活性化を図りうる提案を取り

纏めることを目的としている。その際に、ユニフォ

ームの企業側の決定者、実際の着用者、観察

者である消費者という３つの視点から分析するこ

とに主眼をおいており、下記の仮説の検証を研

究遂行の立脚点としている。「消費者はユニフォ

ームの色およびデザインに対して個々の評価に

は、バラツキを有しているが、集合としてはまとま

りのあるイメージを持っている。業態ごとに同じ色

およびデザインでも、その持つ意味合いは微妙

に変化する。」 

本研究における共分散構造分析の結果から、

若年層におけるアルバイト選択にはファッション

意識が少なからぬ影響を及ぼしていると結論さ

れた。本結果は、近年、人材派遣会社のインテリ

ジェンス等が、アルバイト情報誌にユニフォーム

や働く仲間達の写真を多く掲載しはじめことや、

アルバイト情報誌の検索項目として、「髪型・カラ

ー自由」、「自由服装で自分スタイル」等がリクル

ートのフロムエーナビにある現況からも窺い知る

ことが出来る。 

本研究を取り纏めると、仕事内容などはもちろ

んであるが、ユニフォームも重要な要素であり、

さらに、若年層のファッション意識がアルバイト選

択の意識へ関連していることから、若い世代から

選ばれるアルバイト先になるには、若年層の

人々のファッション意識を満たすかを考慮してす

る必要性が明らかになったと結論付けられた。 
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